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1. はじめに

ソフトウェア開発において，ソーシャルコーディング
と呼ばれる手法が広がっている．ソーシャルコーディン
グの手法を取り入れた代表的なサービスに GitHub[1]
がある．
ソーシャルコーディングで開発が進められるプロジェ
クトは公開されているため，プロジェクト内外のさまざ
まなユーザからソースコードの改善が提案される．提
案の中には，プロジェクトに取り込むべきではないも
のも多く含まれる．したがって，提案の内容を吟味す
る作業がプロジェクトオーナの負担となっている．
プロジェクトオーナの負担を軽減するために，提案
の良し悪しを自動で判定し，有益提案を抽出する手法
が研究されている [2]．本稿では，有益提案を抽出する
手法をシステムとして実現することを検討し，有益提
案の抽出結果の一例を示す．

2. 提案の自動判別手法

提案の自動判別手法 [2]について述べる．本手法は，
すでに議論の終了した過去の提案にまつわるユーザの
行動を学習し，新しく発案された提案が有益提案であ
る確率を算出する．プロジェクトオーナは確率の高い
順に提案を対応することで，効率的に有益提案に対応
できる．
提案がプロジェクトにマージされたか否かはGitHub
のデータから機械的に判別できるため，このデータを
教師データとして，以下の 5つの素性によって学習す
る．なお，学習のアルゴリズムとしてランダムフォレ
ストを使用する．

素性 1 提案が発案されたブランチの活発度

素性 2 提案で変更されたファイルの活発度

素性 3 提案で変更されたソースコードの行数

素性 4 提案で変更されたファイルの数

素性 5 提案が含む commitの数

3. 有益提案の抽出支援システムの設計
3.1 データの収集方式
3.1.1 GHTorrentによるデータの収集
GitHubからデータを収集する既存システムの 1つ
に，GHTorrent[3]がある．GHTorrentは，GitHubの
全データを提供することを目的として開発，運用がさ
れている．
2章で述べた手法の研究では，GHTorrentからデー
タを取得して学習を行っていた．本稿で設計する有益

†岡山大学大学院自然科学研究科，Graduate School of Nat-
ural Science and Technology, Okayama University

表 1 有益提案の抽出支援システムが GitHubから収集

するデータ
データ名 用途
作成者 初めて作成した提案か否

かの判別に用いる作成日時
マージの有無 提案がプロジェクトに採

用されたか否かを機械的

に判別するのに用いる

commitのハッシュ値
commit message

提案の議論内容
提案先のブランチ名

学習の素性に用いる
変更されたファイル名
変更されたコード行数
変更されたファイル数
提案が含む commit数

提案の抽出支援システムでGHTorrentの使用を考える
と，以下が問題となる．

(1) 本システムで用いないデータも収集の対象になる
本システムは，提案に関係するデータのみを収集
できれば良い．しかし，GHTorrentは提案に関す
るデータ以外も収集しているため，提案に関する
データのみを収集する場合に比べて無駄なデータ
が増え，管理する必要のあるデータの量が多くなっ
てしまう．

(2) データが更新されるのに数日かかる
本システムは，日々の開発の中で利用されるため，
議論が終了した提案を，できるだけ早く学習デー
タに反映したい．しかし，GHTorrentはデータが
更新されるのに数日かかるため，提案を議論が終
了してから収集可能になるまで学習できない．

よって，本システムでは，提案の収集について，
GHTorrentを使用せず，システムの一部として設計す
る．また，システム内で収集した提案を保存しておく．

3.1.2 有益提案の抽出支援システムによるデータ
の収集

本システムで提案を収集する場合，以下を考慮して
システムを設計する必要がある．

(1) 本システムが GitHubから収集するデータ
提案が持つデータの中から，本システムが収集す
るデータを表 1に示す．表 1のデータは，提案の
自動判別手法 [2]に必要なデータである．

(2) 提案を収集する規模
本システムは，1つのプロジェクトに対して，提
案の収集を行うことを想定している．
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図 1 有益提案の抽出支援システムの構成

(3) 提案を収集する契機
提案を収集する契機としては，議論が終了した提
案を，議論の終了を契機として収集する．

3.2 有益提案の抽出支援システムの構成
有益提案の抽出支援システムの構成を図 1 に示す．
本システムは，以下の 6つの部分から成る．

1 制御部 提案を取得し，対応する部分に渡す．また，
学習に用いる過去の提案を一定数取得したら，学
習部に学習の依頼を行う．

2 収集部 提案を提案保存部に保存する．

3 学習部 提案の学習を行う．

4 判定部 提案が有益か否か判定を行う．

5 提案保存部 学習に用いる過去の提案が保存される．

6 学習結果保存部 学習部で学習した学習済みモデルが
保存される．

3.3 有益提案の抽出支援システムの処理流れ
有益提案の抽出支援システムの処理流れについて，
図 1に示して，以下で説明する．

(1) 収集：制御部は，ソフトウェアプロジェクトから
学習に用いる過去の提案を取得する (1-A)．制御
部は，取得した提案を収集部に渡す (1-B)．収集部
は，提案保存部に提案を保存する (1-C)．

(2) 学習：制御部は，学習部に学習を依頼する (2-A)．
学習部は，提案保存部から提案を取得し，提案を
有益提案または無益提案に分類した後，学習を行
う (2-B)．学習部は，学習済みモデルを学習結果保
存部に保存する (2-C)．

(3) 判定：ユーザは，ソフトウェアプロジェクトに提
案を発案する (3-A)．制御部は，判定したい新規
の提案を取得する (3-B)．制御部は，取得した提案
を判定部に渡す (3-C)．判定部は，学習結果保存部
から学習済みモデルを取得する (3-D)．判定部は，
学習済みモデルを用いて提案の判定を行い，判定
結果をプロジェクトオーナに渡す (3-E)．
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図 2 有益提案の抽出結果の表示例

4. 有益提案の抽出支援システムの実現

有益提案の抽出支援システムによる有益提案の抽出
結果の表示例を図 2に示す．本システムでは，発案さ
れた提案のタイトル，作成日時，提案が有益である確
率を表示する．本システムが判定した提案は一覧とし
て，有益提案である確率の高い順に表示される．また，
提案の一覧からタイトルの検索と作成日時の絞り込み
ができる．詳細を選択すると，GitHubのページに遷移
し，提案についての詳細が確認できる．議論が終了し
た提案については，一覧から削除される．
本システムを利用するプロジェクトオーナは，表示
される一覧の上から順に提案の内容を吟味することで，
有益提案を優先してプロジェクトに取り込める．

5. おわりに

本稿では，ソーシャルコーディングにおける有益提
案の抽出支援システムの検討について述べた．
まず，提案の自動判別手法の概要を述べた．次に，有
益提案の抽出システムの設計として，データの収集方
式，システムの構成，およびシステムの処理流れを述
べた．最後に，有益提案の抽出支援システムの実現と
して，有益提案の抽出結果の表示例を示した．
残された課題として，システムの評価がある．
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